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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

進
ま
な
い

復
興

東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
半

が
経
過
。
大
き
な
被
害
を
受
け

た
東
北
地
方
を
中
心
と
す
る
被

災
地
の
復
興
は
進
ま
ず
、
と
り

わ
け
、
福
島
原
発
の
事
故
後
の

対
応
は
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

不
安
増
す

対
応

そ
う
し
た
対
応
の
遅
れ
に
伴

い
、
国
の
原
発
政
策
も
明
確
さ

に
欠
け
て
い
ま
す
。
今
定
例
会

で
は
、
原
発
の
再
稼
働
が
見
通

せ
な
い
中
で
、
冬
期
の
電
力
需

給
見
込
み
が
論
議
さ
れ
ま
し
た

が
、
道
の
対
応
も
、
国
や
北
電

の
対
応
を
見
極
め
る
と
す
る
ば

か
り
で
、
道
民
に
広
が
る
不
安

や
不
信
を
解
消
す
る
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

工
事
再
開
の

暴
挙

ま
た
、
会
期
中
に
、
電
源
開
発

が
青
森
県
下
北
半
島
で
建
設
中

の
大
間
原
発
の
工
事
再
開
の
方

針
を
表
明
し
ま
し
た
。
道
は
、

「
国
に
厳
格
な
安
全
審
査
を
求

め
る
」
な
ど
と
し
ま
し
た
が
、

建
設
自
体
の
凍
結
や
中
止
を
求

め
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
海
峡

を
は
さ
ん
で
同
原
発
に
向
か
い

合
う
道
南
の
自
治
体
や
住
民
を

は
じ
め
と
す
る
道
民
の
大
き
な

不
安
に
応
え
る
対
応
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

大
震
災
被
災
や
未
曾
有
の
原

発
事
故
へ
の
関
心
が
徐
々
に
風

化
す
る
懸
念
も
あ
る
中
、
原
発

一
辺
倒
で
進
め
ら
れ
て
き
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
、
広

範
か
つ
抜
本
的
な
論
議
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
経
営
改
善
が
進
ま
な

い
道
立
病
院
の
事
業
改
革
プ
ラ

ン
、O

-

157
に
よ
る
大
規
模
食
中

毒
事
件
発
生
を
受
け
て
の
食
の

安
全
・
安
心
な
ど
に
つ
い
て
も

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
に

95
億
円

可
決
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、

道
投
資
単
独
事
業
費
53
億
円
な

ど
一
般
会
計
94
億
８
千
500
万

円
、
特
別
会
計
４
千
100
万
円
の

合
計
95
億
２
千
600
万
円
。
こ
れ

で
、
道
の
24
年
度
予
算
の
規
模

は
、
一
般
会
計
２
兆
７
千
547
億

円
、
特
別
会
計
５
千
357
億
円
、

合
計
３
兆
２
千
904
億
円
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決

算
は
、
形
式
収
支
で
44
億
８
千

900
万
円
、
実
質
収
支
で
11
億
４

千
100
万
円
と
い
う
、
か
ろ
う
じ

て
黒
字
決
算
と
な
る
綱
渡
り
の

財
政
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

ゆゆ
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うう
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第３回定例会で一般質問

エネルギー政策などを質疑
遊休道有地でソーラー発電活用を提案！

第
３
回
定
例
会
一
般
質
問
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
を
質
問
（
９
月
21
日
）

今冬の電力見通しを検証

原発なしでも乗り切れる！

北電では、今年の冬の電力需給において、

「現在停止中の泊原発が再開される見込み

がないと、運用に最低限必要な予備率を確保

できず、安定した電力供給ができないおそれ

がある」と発表しています。

私たち道議会民主党会派は、北電のデータ

等をもとに、今年の冬の電力需給状況を検証

しました。その結果、今夏の節電効果８％の

半分程度である４％の節電に協力していた

だければ、原発を再稼働させなくても、７％

～15％の予備電力を確保できることが明ら

かになりました。

ではなぜ、北電は泊原発を再稼働したがる

のでしょうか。それは、安全よりも会社の経

営のためと考えられます。皆さんはいかがお

考えですか？
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第
３
回
定
例
道
議
会
は
、
平

成
24
年
度
道
補
正
予
算
、「
大
間

原
発
の
建
設
再
開
に
抗
議
し
説

明
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る

決
議
」
、
「
北
海
道
に
お
け
る
今

冬
の
電
力
需
給
に
関
す
る
意
見

書
」
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

私
は
、
９
月
21
日
（
金
）
に

一
般
質
問
に
登
壇
。
道
産
木
材

の
利
用
促
進
、
道
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、
地
域
に
お
け
る
学

力
向
上
対
策
、
な
ど
に
つ
い
て

知
事
並
び
に
教
育
長
の
見
解
を

求
め
ま
し
た
。
以
下
、
質
問
と

答
弁
内
容
に
つ
い
て
、
主
な
や

り
取
り
を
紹
介
し
ま
す
。

木
造
公
住
の

建
設
促
進
を

問

円
高
ユ
ー
ロ
安
で
道
産
丸

太
の
在
庫
が
過
剰
の
状
況
だ
。

川
下
対
策
と
し
て
、
公
共
建

築
物
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
地
域
材
の
利
用
促

進
を
図
る
べ
き
で
は
。

答

公
共
建
築
物
は
も
と
よ
り
、

住
宅
や
農
業
用
施
設
へ
の
利

用
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
、
地
域

材
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
し

っ
か
り
取
り
組
む
。

問

地
域
材
の
利
用
促
進
に
つ

な
が
る
木
造
公
営
住
宅
を
市

町
村
に
お
い
て
も
建
設
促
進

す
べ
き
で
は
。

答

道
及
び
市
町
村
が
建
設
し

た
木
造
公
営
住
宅
の
事
例
集

を
作
成
す
る
ほ
か
、
北
海
道

地
域
住
宅
協
議
会
に
専
門
部

会
を
設
置
し
、
建
設
促
進
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
む
。

病
院
改
革
は

地
域
協
議
を

問

次
期
道
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
と
し
っ
か
り
協
議
し
て

進
め
る
べ
き
で
は
。

答

地
域
に
お
け
る
医
療
提
供

体
制
に
つ
い
て
、
地
元
市
町

村
な
ど
と
よ
り
具
体
的
な
議

論
を
深
め
、
次
期
プ
ラ
ン
を

策
定
し
て
い
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

柱
に

問

北
海
道
に
お
い
て
、
省
エ

ネ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
分
野
を
北
海
道
の
政
策
の

柱
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け

る
べ
き
で
は
。

答

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
政
策

を
引
き
続
き
道
政
の
最
重
要

課
題
と
し
て
、
全
庁
挙
げ
て

積
極
的
に
展
開
す
る
。

問

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
展
開

に
あ
っ
て
は
、
地
域
の
振
興

と
地
場
産
業
の
発
展
を
見
据

え
た
取
り
組
み
を
進
め
る
べ

き
で
は
。

答

地
場
産
業
の
振
興
を
図
る

た
め
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
関
連
産

業
の
立
地
の
促
進
や
道
内
企

業
が
有
す
る
技
術
を
生
か
し

た
市
場
の
創
出
・
拡
大
な
ど

が
必
要
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

遊
休
道
有
地
の

利
活
用
を

問

遊
休
道
有
地
を
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
な
ど
に
活
用
す
る
場
合
、

優
先
的
に
そ
の
利
活
用
を
図

る
べ
き
で
は
。

答

未
利
用
道
有
地
の
う
ち
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
し
て
１
メ

ガ
ワ
ッ
ト
以
上
の
発
電
が
可

能
な
２
万
㎡
以
上
の
土
地
は

全
道
で
15
ヶ
所
あ
り
、
そ
の

適
性
を
調
査
し
、
道
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
、

未
利
用
地
の
有
効
活
用
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

地
域
で
の

塾
な
ど
の

支
援
を

問

学
習
塾
の
な
い
小
さ
な
マ

チ
で
は
子
ど
も
た
ち
の
学
習

支
援
の
人
材
確
保
に
苦
労
し

て
い
る
。
地
域
で
学
習
塾
や

寺
子
屋
な
ど
を
運
営
す
る
場

合
は
、
積
極
的
に
支
援
す
べ

き
で
は
。

答

市
町
村
と
連
携
し
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
サ
ポ
ー

ト
事
業
に
お
け
る
大
学
生
の

派
遣
を
検
討
す
る
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
学
習
支
援
の
取

り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
く
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・
意
見
書

●
大
間
原
発
の
建
設
再
開
に
抗

議
し
説
明
責
任
を
果
た
す
よ
う

求
め
る
決
議
●
北
海
道
に
お
け

る
今
冬
の
電
力
需
給
に
関
す
る

意
見
書
●
中
小
企
業
に
対
す
る

金
融
対
策
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
●
消
費
者
の
た
め
の
新
た

な
訴
訟
制
度
の
創
設
を
求
め
る

意
見
書
●
高
齢
者
施
策
を
担
う

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
関

す
る
意
見
書
●
我
が
国
の
領

土
・
主
権
の
護
持
等
に
関
す
る

意
見
書
●
配
偶
者
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）

被
害
者
支
援
の
一
層
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書
●
配
合
飼
料
価

格
の
高
騰
対
策
に
関
す
る
意
見

書
●
私
学
助
成
制
度
に
係
る
財

源
措
置
の
充
実
強
化
に
関
す
る

意
見
書

第
３
回
定
例
道
議
会
報
告
（
９
月
11
日
～
10
月
５
日
）

一
般
質
問
に
お
け
る
主
な
質
問
と
答
弁
内
容

道
議
仲
間
と
秋
田
県
上
の
岱
地
熱

発
電
所
を
視
察
（
５
月
11
日
）
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
７
月
～
９
月
）

工事休止している大間原発を視察（7月10日）士別神社例大祭（7月15日）

徳永エリ参議院議員とサンルダムを視察（7月23日）天塩川まつり千人踊り（8月17日）

駒ヶ岳を登山（8月18日）TPP交渉参加反対で民主党へ要請（8月27日）

創成自治会お年寄りを祝う会（9月8日）

↑
福
島
県
川
内
村
の
子
ど
も
を
迎

え
る
「
士
別
に
コ
ラ
ッ
セ
夏
学

校
」
開
校
式
（
７
月
24
日
）

幌加内町「新そば祭り」に参加（9月1日）

↓
き
た
ご
り
ん
フ
ァ
ー
ム
で
の

稲
刈
り
作
業
（
９
月
16
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
７
月
～
９
月
分
）

◆
７
月
４
日
【
道
北
期
成
会
か
ら

の
要
請
】
▼
今
日
は
、
道
北
地
域

の
各
種
期
成
会
の
皆
さ
ん
が
民

主
党
北
海
道
を
訪
れ
、
ミ
ッ
シ

ン
グ
リ
ン
ク
解
消
や
サ
ン
ル
ダ

ム
の
凍
結
解
除
な
ど
の
要
請
を

行
い
、
私
も
同
席
し
て
き
た
▼

今
日
の
要
望
に
は
、
牧
野
勇
司

士
別
市
長
を
は
じ
め
、
加
藤
名

寄
市
長
、
工
藤
稚
内
市
長
、
安

斉
下
川
町
長
、
山
口
美
深
町
長
、

倉
兼
美
深
町
議
会
議
長
、
浅
田

天
塩
町
長
、
宮
本
幌
延
町
長
の

皆
さ
ん
が
お
越
し
い
た
だ
き
、

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
「
士
別

剣
淵
～
名
寄
間
」
の
整
備
促
進

に
関
す
る
要
望
（
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
解
消
）、
一
般
国
道
40
号

線
名
寄
・
稚
内
間
規
格
の
高
い

道
路
整
備
に
関
す
る
要
望
、
天

塩
川
治
水
促
進
に
関
す
る
要
望

（
サ
ン
ル
ダ
ム
建
設
凍
結
解

除
）、
陸
上
自
衛
隊
名
寄
駐
屯
地

の
体
制
維
持
・
拡
充
に
関
す
る

要
望
を
お
受
け
し
た
。（
後
略
）

◆
７
月
19
日
【
消
防
操
法
訓
練

大
会
】
▼
今
日
は
、
江
別
市
に

あ
る
北
海
道
消
防
学
校
で
行
わ

れ
た
北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大

会
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
を
激
励

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
▼
こ
の
大

会
は
、
消
防
技
術
の
向
上
と
士

気
の
高
揚
を
目
的
に
、
道
内
か

ら
14
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
上
川

管
内
か
ら
は
深
川
地
区
消
防
事

務
組
合
幌
加
内
消
防
団
が
出
場

し
、
５
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

◆
８
月
５
日
【
道
政
報
告
「
青
空

の
集
い
」】
▼
今
日
は
、
道
政
報

告
「
青
空
の
集
い
」
を
開
催
。

小
雨
の
中
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

ご
出
席
い
た
だ
い
た
▼
今
年
で

６
回
目
を
迎
え
る
青
空
の
集
い

は
、
前
日
か
ら
の
雨
と
い
う
あ

い
に
く
の
お
天
気
で
、
野
外
で

の
焼
肉
は
中
止
と
判
断
。
肉
は

引
き
替
え
と
し
、
テ
ン
ト
で
懇

談
し
な
が
ら
集
い
を
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
▼
冒
頭
、
小
貫

勝
太
郎
連
合
後
援
会
長
が
挨
拶
、

続
い
て
牧
野
勇
司
士
別
市
長
、

佐
々
木
隆
博
農
林
水
産
副
大
臣

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
▼
道
北
歌
謡
研
究

会
か
ら
花
束
を
受
け
道
政
報
告

で
は
、「
２
期
目
当
選
以
来
、
北

海
道
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

の
発
展
に
努
力
し
て
き
た
。
農

業
が
元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

北
海
道
は
元
気
に
な
ら
な
い
」

と
、
農
業
の
果
た
す
べ
き
役
割

や
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。（
後
略
）

◆
９
月
30
日
【
秋
味
ま
つ
り
】

▼
今
日
は
、
柏
谷
慧
二
さ
ん
に

案
内
を
い
た
だ
き
、「
な
か
が
わ

秋
味
ま
つ
り
」
に
参
加
。
川
口

精
雄
中
川
町
長
や
佐
藤
輝
雄
町

議
会
議
長
と
中
川
町
の
課
題
等

に
つ
い
て
懇
談
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
（
中
略
）
▼
ま
た
、
明
日
10

月
１
日
に
は
、
佐
々
木
隆
博
農

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp
://y-k
ita
g
u
c
h
i.n
e
t/

道北期成会の皆さんからの要請

大会に参加した幌加内消防団の皆さん

小雨模様の道政報告「青空の集い」

秋味まつり会場で柏谷さん、川口町長と
元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

林
水
産
副
大
臣
と
と
も
に
、
酪

農
振
興
な
ど
に
つ
い
て
、
要
請

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
▼
さ

ら
に
、
町
内
唯
一
の
高
校
で
あ

る
中
川
商
業
高
校
も
今
年
度
末

で
の
閉
校
が
決
ま
っ
て
お
り
、

農
業
を
中
心
と
し
た
マ
チ
づ
く

り
を
目
指
す
中
川
町
の
思
い
を

実
現
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
「
狼
が
出
た
ぞ
！
」
と
少
年
が

叫
ぶ
が
、
村
人
は
知
ら
ん
ぷ
り
。

そ
の
う
ち
、
本
当
に
狼
が
出
て
、

羊
が
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
童
話

に
、「
オ
オ
カ
ミ
少
年
」
が
あ
る

▼
今
冬
に
お
け
る
電
力
の
需
給

の
見
通
し
で
電
力
会
社
や
経
済

界
は
、「
原
発
を
再
稼
働
し
な
い

と
、
今
年
の
冬
を
乗
り
切
る
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
、
原
発
再
稼
働

を
訴
え
る
▼
し
か
し
、
本
当
に
そ

う
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
、

北
電
や
国
が
示
し
た
デ
ー
タ
を

も
と
に
、
今
年
の
冬
の
電
力
需
給

状
況
を
検
証
し
た
。
道
民
に
、
今

夏
の
半
分
の
節
電
を
お
願
い
す

れ
ば
、
電
力
は
十
分
足
り
る
こ
と

が
判
明
し
た
▼
こ
こ
に
来
て
北

電
は
、「
火
力
発
電
所
の
異
常
停

止
を
想
定
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う

始
末
だ
。
信
用
で
き
る
正
確
な
情

報
開
示
を
望
む
の
は
私
一
人
だ

ろ
う
か
…
。

（
ゆ
う
こ
う
）


